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「アメリカの遺産ー絵画の150年」展

（山口県立美術館）をもとにした鑑賞指導の試み
- 5つの学習指導計画
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キーワード：表現と鑑賞、鑑伐指導の独立、美術と人間との関わり 、国際理解、 「アメリカ

の遺産一絵画の150年」 展 （山口県立美術館） 、地域のコレクションや展覧会

をもとにした鑑賞授業、錯賞題材の開発、鑑賞の学習指導案、学校教育と美術

館活動との連携、鑑賞教育プロジェクト

l序

学習指導要領改訂によ って図画工作科 ・美術科では鑑‘it領域の比重が増した。中でも 小

学校高学年での前進は注目に値する。従来、鑑‘政は表現に付随し表現を補足するという性

格が強かったが、新小学校学習指導要領ではこの点が改善された。以下は、学習指導要領

の鑑ft指導に関する記述である。

「第 5学年及び第 6学年においては、指導の効果を高めるため必要がある場合には、鑑

買の指導を独立して行うようにすること 。」

また、 美術科も鑑賞指導を重視する方向にある。新中学校学習指導要領では鑑買教育を

国際理解教育として位罹づける観点が示された。作品鑑賞のレベルにとどま らず、鑑宜を

諸外国の文化 ・歴史 ・社会等を学習する活動だと捉える観点は重要である。学習指導要領

には第 2・ 3学年の鑑‘iiに関 して次の記述がある。

「美術と 人間とのかかわ りに関心をもち、時代、民族、風土、作者などの相違に よる美

術のよさや美しさを味わい、美術が国際理解や親善に果たす役割についても理解するこ

と。」

「美術科教育特論濱習1I」ではこうした動向を鑑み、鑑賞の重要性を認識して、本年度

＊ 山口大学教育学部

＊＊ 山口大学人学院教＃学研究科 ・山LI大学教育学部附属ll」rI小学校

*** ii」口大学大学院教育学研究科・山口県豊浦郡豊北町立と北第一中学校
＊＊＊＊山口大学大学院教育労研究科
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は鑑貨教育を授業の主題にし た。 授業では講読文献として ‘‘art education" 誌掲載の

Instructional Resources" と題された鑑賞題材を取り 上げる ことにした。 「スタイルの重要

性一多様なアプローチ(1990年3月号[vol.43 no.2J、pp.25-32.)」と「20世紀美術ー表現

の問題(1990年 5月号 [vol.43 no.3 J、pp.25-40.)」の 2篇を講読し、アメリカで行われて

いる鑑賞指導を学習した。前者はミネアポリ ス美術大学教育学部スタッ フによって、後者

はナショナル ・ギャラリー指禅計画教育課スタッフによ って、どちらも所属機関のコレク

ションをもとに書かれたものである。

この点は授業者 ・受講生全員にとって典味深かった。鑑宜指導と 言うと教科書 ・図録 ・

スライド等の利用が頭に浮かぶが、地域のコレクションをもとに 自前の鑑代題材を開発

し、本物を鑑‘itする授業を実施するのが最も好ましい。そこで、 上記行料を参照しなが

ら、地域の美術館・画廊 ・研究教育機関等が所蔵する作品や、そこで開催される展究会を

もとにした鑑賞授業の意義 ・可能性を検討し、丁度その時期、山口県立美術館でスタート

した「ア メリカの遺産一絵画の150年」展 (5月12日～6月21El)をもとに鑑‘政の学習指

導案を門くことにした。

本稿はその課題をまとめたものであり 、①展覧会の感想、②題材の考察、 ③学習指遮案

の3部で構成される。学習指禅案は各々の観点で自由に書かれた。各内容の概略は次の通

りである。

①静屋風景画 ・現代版画の 2つの表現範疇を設けての作品鑑賞

②尾渇：ジャスパー ・ジョーンズのクロスハ ッチング手法の謎解きを柱とする現代美術の鑑

賞

③弘中：具象 ・抽象の 2種の絵画表現の鑑竹

④町田：アメリ カ絵画の通史的錢賞

⑤山本：国際理解の観点を導入したアメ リカ美術の鑑賞

対象学年は、静屋が小学校第 6 学年 、 I毛 i易 ・ 弘中 •町田が中学校第 1 学年、山本が同第

2 学年である 。 静屋 •町旧・ 山本は美術館での展乾会鑑賞が実現できる場合を前提に、尾

渇 ・弘中はそれが無理な場合を前提に題材を構想した。なお、静屋はここに掲げた題材構

想図をもとに、111口大学教育学部附属山n小学校第 6学年 1・ 2組を対象に、a．事前授業、

b美術館での団体鑑伐、 c事後授業というシリーズの鑑賞授業を行った (V章参照） 。

II 「アメリカの遺産ー絵画の150年」展を鑑賞して

1感想1：静屋智

この展魏会が山口県立美術館にや ってくると聞いたときから、ずっと楽しみにしてい

た。と言うのも、これまでこのような企画の展覧会はほとんどなく貴重な鑑賞の機会であ

り、また、 自分が興味をも っている現代版画家たちの作品に出会えるという期待があ った

からである。

合計 3回展覧会を鑑賞したが、 「アメリカの逍産ー絵幽の150年」と題された展覧会で

あるだけに、作品が多様でその点にまず感動した。それぞれの時代を歩んできた作者の足

跡とともに、アメリカの発展の歴史がそ こに現れてきているような気がした。19世紀の風

景画 ・静物画などにはヨーロ ッパからの影響が感じられるが、雄大な 自然を主題にした作

品や、人物や家屋を描いた風俗両にはいかにもアメリカ的な印象を受けるものが少なくな

かった。20世紀に入ってからの作品には、作品の様式よりも内容に厘点が置かれると同時
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に、アメリカ的なモダニズムを感じさせるものが多かった。1920年代、 30年代、 40年代と

経済 ・政治に影響されてきたアメリカの芸術は、 50年代、 60年代にポップ・アート、ミニ

マル・アートなどに形を変えてくる。

最も典味深かったのは、やはり版画作品である。メアリー・カサット「化粧」は1891年

頃のドライポイントの作品であるが、複合技法を用い、線と色使いに日本の浮世絵の影響

が感じられた。彼女はパリに若くして渡り、フランス印象派の影響を受けたのだが、その

ことが如実に感じられる作品であった。

1960年代以降の版画は、シルクスクリーン 3点、リトグラフ 3点、エッチング 2点、木

版 ・リトグラフ併用 1点の合計 9点であったが、中でもジャスパー・ジョーンズ「薄雪

I」に魅せられた。クロスハッチングによる画面構成には洗練された感じがあり、シルク

スクリーンとは思えないインクの透明感と見事な刷りの技法に、作者と刷り師の完全なも

のへのこだわりとそれをつくり出すときの一体感が感じられた。サイ・トウオンプリー

「古代ローマの記号」では、絵の具やクレヨンの使い方の面白さと同時に、オリジナルな

抽象的な様式のすばらしさを感じた。スーザン・ローゼンバーグ「馬」．．槍試合」は、木版

とリトグラフの版の特徴を見事に生かした力強い作品であった。

鑑伐．者の 1人 1人は感じ方や好みが違うし、同一・人物でもいろいろな表現様式に興味が

あることだろう 。この展覧会はどんな鑑伐者の感性をも 心地よく刺激できるほどバラエ

ティに富み、秀逸な作品が多かったと思う 。日本の絵画の場合は果たして何年展になるの

であろうか。その歩みをこのような展覧会を企画することで展望することができるならば

「日本ではもちろん、諸外国でも莫大な人気を得るのでは…」と考えたのは私だけであっ

たろうか。

2感想2: 尾潟正美

山口県立美術館で事前に 1回、鑑宜授業で 1回の計 2回鑑賞した。個人的に興味があっ

た作品と山口大学教育学部附属山口小学校の子どもたちが典味をもった作品は当然ながら

違っていた。当り前のことだが、彼らの多くはまるで本物みたいに描かれている作品、例

えばお金の描いてあるヴィクター・デブロイの「本物？」 、セ ヴェリン ・ローズンの「果

物の静物」、アルバート・ビアスタットの「風景」などを気に入っていたようだ。

展覧会の感想を言う前に、こんなアメリカの作家や作品があったのかという驚きとそれ

らを知らなかった恥ずかしさの両方が込み上げてきたことを正直に記しておきたい。現代

的な作家については各種の展覧会や作品集などである程度は分かっていたのだが、それ以

前の作家については作品に接する機会が稀有だったためほとんど知らなかった。また、作

家についてだけでなくこのような展覧会がどうして可能だったのかにも興味があった。図

録によれば、 1979年以来、 1()()社以上の日本の企業がオハイオ州に拠点を定め、経済の発

展に貢献しているという特別な関係があり、この企画が国際的パートナーである日本との

友好の発展に寄与できると評価された。展覧会はオハイオ芸術協会が協会の国際美術交流

活動である“アート 2000"の一環として実現された。また、オハイオ州は強力な美術館

ネットワークをもつと同時に個人 ・企業のコレクションにも大変恵まれている。4年以上

の歳月をかけて多くの人や企業の協力のもとにオハイオ朴1の貴重なコレクションを紹介す

るプラン作りが進められた。

私たちは現在、いつでも美術館やデパートの展示場などで外国の美術作品に接すること

ができるという恵まれた環境の中にいるのではないだろうか（もちろん地域によっては不
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可能なこともあるが） 。作品鑑賞の機会が増えても、ただ単に美術館に行っ て作品を見て

おしまいでは寂しい気がする。作品を鑑宜すること以外になにかあるのではないか。私た

ちの日々の生活になんらかの形で作家や作品の考え方が関わり、それが地下水脈のように

絶えず流れていくとよいと思った。私たちに毎H影響し続けるとい ったものではなく、

「ああそうか」、 「そんなもんかなあ」となにか気がつけばそれでいいと思う 。また、今

までの美術館だったら、 「メモは取ってはいけません」、 「写真は撮ってはいけませ

ん」、 「大きな声で話しながら歩いてはいけません」、 「静かに見てください」、 「作品

に触ってはいけ ません」、 「作品に近づき過ぎてはいけません」などの注意事項が多く、

まるで監視されているといった感じが強かったのは否定できないだろう 。 もちろん公共の

場だし、かけがえのない芸術作品になにかあってはいけないということは頭では理解して

いてもなにかもやもやしたものが残っていた。これは美術館に行って作品を見させていた

だいているということなのだろうか。それでは教育環境としての開かれた美術館にはなり

えない。その意味では今回の附属山口小学校の鑑‘i’t活動に対する山口県立美術館の対応は

よかったと思う 。美術館の協力のもとに授業として活動が十分に成立していたと思う 。見

る側と見せる側のコンピネーションがよくなければこうはうま く行かなかっただろうと思

っ。
展覧会を見て全体としてはよくできた展示構成だと感じた。最初にも述べたように、今

まで余 り知らなかった （と言うよりも知ろうとしなかった）作家の作品が時代順に紹介し

てあるのが特徴だった。ただ、アメリカの現代美術とのつながりが少し弱いのはなぜだろ

うか。私の理解に問題があるのだろうが、アメリカの現代美術以前は私個人にとって知ら

ない対象だということから非常に新鮮に見えた。それに対して、現代美術はこんな作家が

いて、こんな作品があるなどと、ある程度作家のことや作品についての生半可な知識が頭

に入っているので新鮮さに欠けて見えたのだろう 。それと、 （欲張った考えだが）1980年

代後半の作品がもう少し欲しいと思う 。一般の鑑賞者にとってはこの企画で150年の流れ

が読み取りやすかったかも知れない。子どもたちの鑑賞の様子を見ていてそう思った。

個人的に一番興味のあ ったのはジャスパー・ジョーンズである。昔から好きな作家の 1

人であり、実のところ他のアメリカの作家はどうでもよかった。 「薄雪 I」を見て何人の

人がこの作品のよさを理解できただろうか。理解というよりも感覚的に気に入ることがで

きただろうか。この一見無造作に置かれているクロスハッチングについてなにか気がつい

た人がいるのだろうか。実は私は最初分からなかった。 2回Hに行ったとき、斜めの淡い

帯に気がついた。なるほど、この淡いグラデーションが雪のイメージを出しているのかと

思ったが、このときはまだこの作品がシルクスクリーンの技法として高度であるというこ

としか分からなかった。 しかし、この「薄雪 I」は表現の謎解きについてなにかを語り か

けていたのである。その謎解きについては次章で詳述する。

3感想3: 弘中小百合

この展覧会を観て、 一番最初に感じたことは、私のイメージしていたものと違い、余り

にヨ ーロ ッパ絵画的だったということだ。ずっと並ぶ風景画や人物画は、とても今のアメ

リカ絵画には結びつけて考えられなかった。

初期の頃の風俵画や人物画は、とても明るく活気に満ちている作品が多いと思った。な

にか、これからの未来への、明るい希望や期待が感じられる。また、とことんリアリズム

を追求したものもあり、楽しく観ることができた。そうした表現に、アメリカ的なユーモ
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アが顔を覗かせているように思えた。

現代の作品に来て、版画やその他のものを観ると、ダイナミックなものが多く、いわゆ

るアメリカ的な雰囲気を見せられたように思った。現代の作品からは、アメリカ独自の個

性の誕生を感じさせられた。

私自身は、現代のアメリカ絵画の方に、より典味をそそられるが、このように、アメリ

力絵画を歴史の流れに沿って観ることで、ヨーロ ッパからアメリカに移民してきた人々

は、最初はやはりヨーロッパ的な絵画を描いていたことが理解できた。そして、長い歴史

を経て、今の、 一般にアメリカ的と 言われるものを、生み出してきたのだということが分

かった。このように歴史的な流れに沿って、絵画を観ることは余りなかったので、とても

新しい気持ちで観ることができた。これか らはアメリカ絵画だけでなく、さまざまな絵画

の歴史も観ていきたいと思った。そうすることで、また新しい絵画の観方ができるのでは

ないかと思う 。

4．感想4: 町田清子

この展覧会を観たとき、まずその膨大な最に驚き ました。そこには、アメリカの150年

間の歴史があり、アメリカ 美術の豊かで多彩な姿を観ることができました。展覧会は、

「19世紀中期ーハドソン ・リヴァー派、アメリカ風景の発見」 、 「19世紀後期一写実絵画

の確立とヨーロッパ美術への まなざし」、 「初期モダニストの時代一新しいリアリズムと

モダニズムの衝繋」 、 「20世紀中期一具象絵画の展開と抽象表現主義」、そして、 「アメ

リカ現代美術ーポップ ・アートの登場、多様なる現代へ」 （図録 「アメリカの遺産一~画

の150年」 ［山口県立美術館他編集、朝日新聞社、 1992年］参照）と年代を追って構成さ

れ、それらを通覧することでそれぞれの時代を反映しながらアメリカの美術は展開してき

ているように感じました。

アメリカ美術と 言うと、現代のポップ ・アート等がすぐにイメージされますが、 1 50年

前の絵画となるとなかなかイメージできませんでした。実際に観てみると 、20世紀初期ま

でのアメリカ美術はアメリカ的主題を備えた作風を展開させようとしていますが、どこか

ヨーロ ッパ美術の模倣のように見えました。 しかし、 1930年代の大恐慌によりアメリカの

美術家たちは次第に変化してきます。彼らはパリの影響と「イズム」を脱し、自らのルー

ツヘと回帰します。 「アメリカン ・シーンの画家たちは芸術的信条からではなく、素朴な

アメリカ的価値観に立脚して作品の強さと発想源を引き出した （前掲図録p.102.)」ので

す。そういうふうにして次第にアメリカの美術は独自のアメリカ的なものへと変化してき

ました。

さらに 1940年代、世界大戦により多くのヨーロ ッパの作家がアメリカに逃れてきまし

た。このことによりアメリカ文化は刺激され、変化し、新しいアメリカ美術が誕生するこ

とになります。アメリカ美術は最初はヨーロ ッパの模倣に近いものでしたが次第にアメリ

カ独自の創造へと発展し、新たな展開をしてきたのだと感じました。アメリカ美術はアメ

リカ文化の複雑で動きの激しい性質を反映しながら、現代美術へと発展してきています。

この150年展を振り返ってみると、 美術というのは時代の移り変わりの様子を鏡のよう

に映し出し、また、いろんな人々の思考によって表現方法が多様に変化 し発展してきたこ

とが分かりました。自分の表現したいものを実現するために、それに一番合っている方

法・素材を試行錯誤しながら発見し獲得しようとすること 、そういうことがとても大切に

なってくるのでは、と思いました。
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5感想5:山本恵

1992年 5月12日～ 6月21日、山口県立美術館において、 「アメリカの遺産~画の 15 0 

年」展が開催された。集められた作品はジョシュア・テイラーの「美術としてのアメリ

カ」展のように、開拓期のものから現代美術まで多岐にわたり、展覧会は著名・無名の作

家の多様な作品で構成されていた。

展覧会場でまず目に入るのが19世紀中期のハドソン・リヴ ァー派の風景画である。それ

は、写実的力量に富むもので「ヨーロッパ美術」といった感じが強かった。ただ、描かれ

た題材がヨ ーロッパ人が初めて目にした、人の手に侵されていない無垢の自然の景観であ

り、それがアメリカを感 じさせる唯一 と言って よい特徴であ った。自然の驚異と、 美 し

さ、荘厳さに満ちるこの頃の作品は、 “「アメリカに来たヨーロ ッパ人」が描いた絵”で

あるという印象をもたせる。

作品はやがて19世紀後期のものへ移行する。この時期にはさらにしっかりとした写実的

要素を根底にもつ作品が展開されていき、無我夢中な中にも安定が見えはじめた庶民の生

活が感じられる。メアリー・カサ ットの「子どもをあやすスーザンNQl」やジョン・シン

ガー・サージェントの「テレサ ・ゴス」、エドワード ・ポットハストの「風船売り」など

にヨーロッパの雰囲気を感じる 一方、作品の中になにか伸び伸びしたものがある気がし

た。それは、約束されたものなどなにもない新大陸でそれでも明日を信じて時には情熱的

に、時には野望に満ちて、土地や生活を開拓し続けるアメリカ人らしい楽観的な気質を作

品が表現していたからかも知れない。

初期モダニストの時代にな ってくると描かれる対象にも、画面の空気にも 「ゆとり」を

感じるようになった。作品の主題に産業や商業の加速的発達を見ることができる 。そし

て、増えはじめた抽象的な作品にはキュビズムの影響が認められることなどから、彼らの

目はアメリカ国内だけではなく、外の世界にも向けられていたということが分かる。

20世紀中期の絵画へ進んでいくと ・シャーンの 「外を見ている内側」やエドワー

ド・ホ ッパーの「朝日」などのようになにか“すかっ”としたものが感じられる作品に出

会えた。第 1次世界大戦中の輸出増による好景気、その後訪れる大不況 （そして、家族崩

壊の拡がり ）、第 2次世界大戦による 景気の再度の上昇など、時代の動きに翻弄された

人々の疲れ、都会に生きる孤独などがこれらの作品には反映されているように思う 。抽象

表現を用いた絵画が多くなり、なんだか面白さを感じたり、どきっとさせられたりするの

もこの時期の特徴だろう 。 ミルトン・エイヴリーの 「赤ん坊」など、とても私の感性には

ないものだ。可愛らしくて仕方がないはずの赤ん坊がこんなにな ってし まうなんて！

やがてアメリカ現代美術の領域に入 ってくると、発想の面白さが感じられるようにな

る。この時期の作品は、 「こういう芸術もあるんだなあ」とか、 「これは一体なにが言い

たいんだろうか」とか 「なんのためにこういうことをしたのだろう」といった感想を抱か

せる 。 「なんのために」ではなく、作家自身が「こんなことをしたら面白いかも知れな

い」とい った感じで楽しんで制作したような、そんな作品が多いと感じた。

絵画の中にはそれぞれの時代の特徴が息衝いている。この展覧会を時代を追って見てい

くうちに、これはアメリカ人の歴史そのものだと思った。著名作家の作品はあったが、絵

画史上重要だと認識されている「名画」は余り見られなかったように思う 。 しかし、新し

い世界に移り住み、さまざまなものをよその世界から吸収しながらいつしか自分たちの国

“アメリカ”を建設した彼らの150年を見ることができた。アメリカ人は自分の国と祖先
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に大いなる誇りをもっていると聞く 。自分の祖先がどこからやってきて、自分にはどこの

国の “血”が何％入っているかが重大な関心事であるらしい。そんなことを思いながら 、

自分の生まれた国“日本”についてぼんやりと考えた。

Ill学習指導案作成にあたって （題材の考察）

1.「山口県立美術館からのメ ッセージ」 ： 静屋智

「我が国及び諸外国の親しみのある美術作品などのよさや美しさなどに関心をも って鑑

ttすること 。」これは新学習指森要領の第 6学年・鑑賞の内容 (I)アの文言である。今回の

指導要領改訂では鑑宜に関する具体事項の 1つとして 「鑑宜の適切な指導を重視する」こ

とが挙げられている。これまで鑑‘政の指導は表現の発想や技法などのヒントになることに

視点が置かれがちであったが、本来の思いのままに味わう 主体的な鑑'it活動が見直さ れ、

指導要領では高学年では鑑伐の指導を独立して行うことも必要であるとしている。

鑑賞の指導を充実するには実物の鑑‘政が一番よいことは言うまでもないが、そのような

授業を実際に行うのはかなり難しい。 しかし、今回願っ てもない機会が訪れた。 「アメリ

カの遺産ー絵画の150年」展が山口で開催されることになり、この展覧会をもとに鑑‘政の

授業を試みることが可能になった。授業構想を練るために鑑伐に出かけた。作品数は l20 

点、アメリカの絵画の19世紀から現代までの歩みがよく分かるように工夫 されていたが、

6年生の子どもたちがいきなり鑑代に臨んでも「諸外国の美術品を見る」だけで「親し

む」ことはできないのではないか、それゆえ、充分な成果を得 られないのではないかと危

惧を抱いた。そこで、事前に 2時間の鑑賞の授業を行い、その後で美術館での 2時間の展

覧会の鑑賞、そして、事後に 1時間のまとめの授業をしようと考えた。一番配慮すべきと

ころは、やはり事前の 2時間の授業においてなにを取り 上げるかであり、授業を通じて子

どもたちの心の中に「本物の作品を見てみたい」という期待感 ・切実感が湧き起こらなけ

ればならない。そこで、事前の 2時間の授業においては 6年生の児童のレデイネスを考慮

して、 「風景画について」と「版画について」の 2つの範賭を設けて作品を取り上げるこ

とにした。

(1)風景画について

6年生の絵で表す題材に「遠近を表す」 というのがある。自分たちの生活の中の身近な

風最を見つめ直し、新たな感動を表すのであるが、実際に見たり描いたりしたことがある

風景は典味のあるものと考えられる。 1時間の授業の導入では児童の描いた風景画を提示

し、続いて展示作品の中から 3タイプの風景画を選んで鑑牧させることにした。 1つHは

ピアスタ ット作「風景（油彩、写実的、構想画的、制作年不詳）」 （図 l)、2つ目はシ

リー作「白い家 （水彩、具象的、 1916年頃）」 （図 2)、3つ目はローソン作 「インウ ッ

ドからのハドソンの眺め （油彩、具象的、画血構成とマテ ィエールに特徴、制作年不

詳）」 （図3)。 3点とも複製画がないため、拡大カラーコピーとスライドを用意し、そ

れらを鑑伐することで少しでも多くの発見ができるようにしたい。

(2)版画について

12 0点の中には、版画が10点含まれている。 しかもポ ップ ・アートなどの比較的新しい

作品がほとんどである。事前の学習なしでは、児童がそれを版画と気づくことや作品の価

値やよさに気づく ことは無理であろうと思われた。そこで、リトグラフ：サイ・ト ウオンブ

リー作 「古代ローマの記サ(1970年）」 （図 4)、シルクスクリーン：ジ ャスパー ・ジョ ー
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ンズ作「薄雪 I(198 1年）」 （図 5)、アンデイ ・ウォーホル作「マリリン(1967年）」

（図6)、木版：スーザン・ローゼンバーグ作「馬上槍試合(1986年）」 （図7) といった

違う版種の作品を風景画のときと同じような手法で提示することにした。版画を取り上げ

たのは、児童が紙版画や木版画の製版 ・刷 りを経験しその難しさや喜びを体験しているか

らであり、また、現代美術の動向の 1つに触れ、表現の多様性を感じることができるため

である。教師自身が版画を制作してきていることも版画を取り 上げた理由の 1つである。

版画のよさや制作の苦労を具体的に伝えたり、本物の版を見せて表現のすばらしさを体感

させたりすることができると考えた。この授業を通して版画に対する認識が新しくなると

ともに、 主体的な見方が育つよう にしたい。

図 1 アルバー ト・ ピアスタ ット 「風批」制作年不詳、油

彩／カンヴァス 70.5 X I 00.3cm （全写真図版を図録

「アメリ カの遺産ー絵画の150年」 〔山口児立美術館
他編集、 朝日新1廿HI、1992年〕から転載）

A
 ,

5
f
 

図3 アーネスト ・ローソン 「インウ ノドからのハド

ソンの眺め」制作年不詳、油彩／カンヴァス

76.2 X 101.6cm 

図2

‘`●` 

アリス・シリー 「白い家」 1916年頃、水彩
44.4 X 52.0cm 

→ヽ、'.、ヽ

図4 サイ ・トウオンプリー 「占代ローマの記号」

1970年、リトグラフ 各87.0X69.8cm
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図5 ジャスパー ・ジョー ンズ 「薄雪 I」1981年、 -な．＿．-

シルクスク リーン／紙 69.8X 115.6cm 茎-互全宍ここ這塗
図7 スーザン ・ロ ーゼンバーグ 「馬士．棺試合」

木版、リトグラフ／紙 116.2 X 126.3cm 

図6 アンディ ・ウォーホル 「マリリン」1967年、

シル クスクリーン 各91.4X91.4cm

2.「アメリカ絵画150年とジャスパー・ジョーンズ」 ： 尾潟正美

この山口県立美術館で開催されている展覧会を通して授業を仕組むにはいろいろな面で

困難な点が考えられる。本物の作品を鑑賞しようと思っても 学校のある場所が山口から余

りにも遠い場合には、学校行事の一環として 1日見学旅行を設定するなどしないと授業が

実現できない。また、展覧会の時期の問題も起こ ってくる。学校の教師の引率のもとに作

品鑑賞ができる学校は限られてくることになる。本物の作品との出会いの感動はすばらし

いが今は現実的なことを考えてみることにする。どんな学校でも共通してできることは学

校で展覧会に出品されている作品やその作家を中心にした鑑宜の授業をすることだろう 。

授業の枠の中で教師の思いを入れながら内容を 自由に構成できる。その指導の結果、この

展覧会に興味関心をも った生徒が出てきてその中の 1人でも家族とともに山口の美術館ま

で1—-i くことにな っ たらいいのではないか。 アメリカの絵画の流れを学習 したことによ っ て

絵画によ り興味をもつ者が出てきたり 、開拓時代のことに興味が湧き起こ ったり、現代美

術をやってみたいと思う者が出てきた りしたらなんと楽しいことかと思う 。なにかやって

みたいとい う気持ちを起こさせる、そんな鑑賞の授業を考えてみたい。

この展覧会のポイントは、作品鑑賞を通して20世紀中期からアメリカ現代美術までの時

期とそれ以前の時期の意識の違いや歴史の流れを読み取ることだろう 。絵画でも 立体でも

見て分か りやすい作品と分かりにくい作品とがある。分かりやすい代表の具象的な作品と
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言えばすぐヨーロッパの印象派のような作品が頭に浮かび、逆に分かりにくいのは抽象的

作品や現代美術の作品 （または、行為）だろう 。とかく分かりにくいとされがちな現代美

術をジャスパー ・ジョーンズの作品を通じて考えてみようと思った。彼の作品には仕掛け

がある。この仕掛けを読み取ることによってアメリカの現代美術の一面を理解させたいと

思う 。

中村敬治氏がジョーンズの作品について次のように書いている。

「初期の作品では現実の相似が画面に入り込むことで、画面そのものも現実の鏡像と

なっていった。最近の作品では、むしろ現実との照応を遮断した純粋な画面の中で、実像

と鏡像との関係が抽象的に追求されているといえるかもしれない （中村敬治「ジョーンズ

の臭跡」 ［「美術手帖［特集］ジャスパー ・ジョーンズ vol.30no.438 197 8年 9月号」所

収、 美術出版社］pp.126-127.)。」

クロスハッチングの絵画は、平面的なパターンを平面的に描くという点では従来の表現

方法と変わりがないのだが、 星条旗のパターンのような対応する現実的事象がないので抽

象的に見える。今回の鑑宜作品 「薄雪 I」 （図 5)を特徴づけるクロスハ ッチングという

連続模様に近いモチーフはどこから出てきたのだろうか。それは彼の日常の視覚的体験か

ら出てきたものだった。彼はこう語っている。

「週末でハン プ トンズヘ行こうと車を走らせていて、反対方向からきた車とすれちがっ

たとき、その車があんなふうに塗り つぶされていたのです。 しかし、それを見たのは一瞬

で、対向車は行っ てしまい、本当にちら っと見ただけでした。 しかし、ぽくはす ぐに、こ
乃 9グ

れを次の絵に使おうと思 ったのです （東野芳明 「ジョーンズの近作あるいは「旗」から

｀石」 へ」 ［同誌］p.106．よ り重引）。」

それは彼が瞬間的に目 撃 したパターンであ った。できることなら彼の初期の作品 「標的

と石膏(1955年）」 、 「3つの旗(1958年）」、 「地図(1963年）」 、 「i替望鏡ーハート ・

クレーン(1963年）」や「死体と鏡 II(1974-75年）」などとの比較ができれば、 「薄雪 I」

はも っと身近なものに感じられるのだが。

さて、この授業の目 玉となるジョーンズの作品における仕掛けとはなにか。クロスハ ッ

チングという連続模様の構成は難しい解釈を必要とせず誰でも親しめるものである。従来

のパタ ーンに比べて一段とややこしくな ってきているが基本は一緒である。画面は 3枚の

大きなパネルでできており、それぞれのパネルの縦横が3等分され内側の領域が9分割さ

れている。そこで、このパネルの分割領域に記号をつけてみることにした （図8-a)。

まず目につくのは、あ群、い群、う群それぞれが 1つの連続した画面にな っている点で

ある。明度を高 くして薄雪がかかったようにな っている箇所が右上に上がっていくように

配置されているので、画面の動きを目で追いやすい。82は右斜め上のA4と対応している。

同じように、 86がA8に対応している。ここでx、Y、Zという画面を縦に区切る線を設定

すると、各線を中心軸に左側 2列の領域が右斜め上に上がって右側 2列の領域にな ってい

ることが分かる。 もう少し見てみると、 1・ 2列と 3・ 4列とか 3・ 4列と 5・ 6列とい

うよう にx、Y、Zに限らずどの縦の線を境にしても左右 2列の領域は連続的に対応して

いる。もっと見ていくと、あ群、い群、う群は右斜め下に順番に重なる （図8-b)。さらに見

ていくと 、あ、い、う各群の右端の列である 3、6、9をそれぞれ左端の列である 1、

4、 7の左側に水平に移動するとまた連続模様ができる （図8-c)。すると、当然ながらこの

新しい組合せでできた各群も斜め下にずれて重なってくる （図8-d)。そして、さらに左右だ
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けでなく縦方向にも模様の列が連続的に展開し、画面は無限に増殖していく （図8-e)。もう

少ししつこく見ていくと、結局あ、い、う各群の左端の列は右端の列につながっていく 。

例えば l、2、3→ 2、3、 l → 3、 1、2→ l、2、3というようにどこま でも続く 。

そして、この順番で列を並べ替えてやると 3X5＝計15領域でできた画面が得られ、この画

面を中心に縦横への連続的展開を繰り返すことになる （図8-f)。大変疲れる作業になりそう

である。

中村氏はこの作業に関して次のように書いている。

「垂直であれ水平であれ、このように画面が円筒状になることは、 2枚あるいは 3枚の

パネルからなる画面が、いわば始まりも終わりもない無限の画面に転換されうることを意

味する。 さらに円筒にするまでもなく、錢像関係にある 2枚のパネルがあれば、それを交

互に組み合わせてゆくことに よって、無限に拡がってゆく平而を想像することもできる。

（中略）その意味でこれらの作品 （筆者註： 1970年代の一連の作品）には無限の相似の関係

がかくされているし、この関係が成立するかぎりにおいて、一見、純枠に抽象的パターン

を描いただけのようにみえる作品がたんなる抽象ではなく、ある「あらかじめ定められた

システム」にもとづき、 「物体の絵画ではなく、ある観念の絵画であり、純粋に知的な構

成」をもつ「秘俵的な」作品であることがわかる （中村［前掲論文］、 p.126.)。」

このような難しい解釈は分からなくても、ジョーンズの作品を通じて現代美術と呼ばれ

ているものがのなんらかの表現の根拠をも っていることが理解できると思う 。彼の作品は

生徒たちにとってパズルを解くようにスリリングな教材となるだろう 。なお、アメリカの

伝統的絵画は軽く流していくことになる。

ここでは生徒全員で美術館に鑑買しには行けないという前提で指導案を考えてみたいと

思う 。総授業時数は 3時間となる。日頃から鑑賞教育に力が入っているとか、話し合い活

動がうまく行っているとかなら授業はスムーズに行きやすいのだが実際にはなかなかそう

は行かないことが多い。そこで、導入として形態が比較的よく分かる作家としてベン・

シャーンを扱うことにした。彼も奥の深い作家だがここでは詳しく扱わず表現意図や作品

の見方に重点を置く 。
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3.「この絵からなにを感じるだろう」 ： 弘中小百合

絵画に対する感想とは、その絵からなにかを本当に感 じたときに出てくるものだと思

う。なにかを感じ取るには、絵画に積極的に接していく必要があると思う 。私の場合、絵

画を見たときの感動は、作者はなぜこの絵を描いたのだろう、どんな気持ちで描いたのだ

ろうとい った疑問や、なにかしら不安な感じゃ悲しみ、 喜びや楽しさといった情動を感じ

ることから来ることが多い。視覚的な美しさだけではなく、感情に伝わってくるなにかを

感じることも、絵画の 1つの楽しみ方だと思う 。

この鑑賞の授業では、生徒に、絵画の中に潜む物語性を、感じてほしいと考えた。生徒

たちは、比較的抽象画よりも、具象画を好んでいる者が多いので、最初は具象画 （図9、

図IO)を選んだ。また、 具象画の方が、絵の中の場所や時間が想像しやすく、入っていき

やすいのではないかと考えた。

次に抽象画 （図II、図12)を選んだが、どうも抽象画に対しては、 「よく分からない」

とか「変な絵だ」とかいった先入観を抱き、鑑伐に入っていこうとしない者がいるように

思える。抽象画を知的に理解しようと、なにか説明を欲しているようだが、その前に、色

や形から自分なりになにか感じてほしいと思った。

生徒が感想を述べるとき 、ただ「きれいだ」とか、 「分からない」とかいった表面的な

ものではなく、どこがきれいなのか、なにが分からないのか、どうして好きあるいは嫌い

なのかといった、もう 1歩突っ込んだものが出てくるようになればいいと思う 。それに

は、生徒への問いかけの工夫や、学習プリントによる指導の展開が必要である。

鑑賞の授業によ って、絵画への典味が少しでも 高まり、自分から積極的に美術館に足を

連ぶようになることが望ましいと考える。また、 美術館に限らず、テレビや雑誌などで絵

画に接することでも、親しみを感じていけると考える。そして、よい絵画に多く接すれば

接するほど、絵画のよさや面白さが分かってくるものだと思う 。また、描くことが苦手で

あっても、絵を鑑賞することまで苦手になることはありえない。絵画鑑賞の面白さを味わ

わせることで、美術にも っと親しみを覚えさせることができるのではないだろうか。

今回の題材は、 「アメリカの遺産一絵画の150年」展の絵をもとにしたのだが、この展

覧会の絵画を選ぶのだから、アメリカ絵画の歴史を見ていくような題材にした方が、より

効果的だったと思う 。 しかし、今回はあえてそうせずに、絵からいろいろなことを感じ取

ることに重点を置いてみた。 また、 美術館での鑑賞を 、授業に取 り入れることを省いた

が、これはやはり 実際にはかなり難しいと考えたからである。アメリカ絵画の歴史は、実

際に美術館に行かなければ理解しにくいと思ったが、今回は、行かないな りに授業はでき

ると考えた。 しかし、授業の中だけで十分に絵画に接するということは難しく、本物に接

するということが、より望ましいということは確かである。もし許されるな らば、学校行

事の中に 、美術館鑑賞を組むなどして、 芸術に接する機会を、より多く設定できればいい

と思った。
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図9 チャイルド ・ハッサム「五番街、ノクターン1
1895年頃、湘彩／カンヴァス 61.2X51.4cm 

図11 マースデン ・ハートリー 「開戦前のページェ

ント」1914年、湘彩／カンヴァス 51.4 X 

41.3cm 

図10 国古原雄「果物を盗む少年」1923年、湘彩／

カンヴ ァス 50.8 X 76.2cm 

図12 マン・レイ「ジャズ」 1919年、テンペラ、イ

ンク／紙 71.1 X55.9cm 

4.「アメリカ絵画の変遷と表現方法」 ： 町田清子

(1)題材設定

以前中学校に教育実習に行ったと きに、 「うまく描けない、自分の思うように制作でき

ないから」という理由で美術嫌いを訴える生徒がとても多かった。彼らは概してよい絵と

は本物そっく りにう まく描けている絵だと考え、自分は本物そっくりに描けないから 「ヘ

た」なのだ、だから、美術が嫌いだと 言う。彼らは写実的にうまく描かれている絵だけが

よい絵なのだという思いに囚われ過きてているように私には思えた。 もっと 多彩な表現に接

し、自分なりの表現に自信をもつことも 必要なのではないだろうか。

そのきっかけにしようと「アメリカの遺産一絵画の 150年」展を題材とした鑑買の授業

を考えた。アメリカの現代美術 までの流れや表現方法の変化を展覧会として休験すること

により、もっと自由な観点で自分の中の美術と向き合えるのではないだろうか。

-158 -



(2)授業計画

事前指導を 2時間、美術館鑑宜を 2時間、事後指導を 1時間、計 5時間の鑑宜授業を考

えた。事前指導でアメリカ美術の現代までの流れ、いろんな素材による表現等の認識を深

めた上で美術館での鑑宜を行う 。美術館では、生徒が自分が興味をもった作品に接するこ

とができるように指導する。そして、事後指導では、生徒間の意見交換や鑑代プリントに

より新たな発見に導いていきたい。

(3)鑑賞

事前指導で取り扱う作品は主に抽象表現主義やポップアート等に属するものを考えてい

る。中でも表現の面白さに富むコラージュやアサンプラージュ等の半立体的な作品はぜひ

取り扱いたい。ここでは生徒たちにこんな表現もあるのだということを提示し、他にはど

んな表現があるのだろうかと典味をもつきっかけにしたい。美術館では自分自身の感情や

意図をも って鑑‘itし、自分が面白いと思った作品の制作方法を 1人 1人探求するよう指導

したい。美術館で作品に対面することでスライドなどでは見えなかった部分に気づき 、よ

り新しい発見ができるのではないだろうか。展覧会を観て、生徒各々が面白いな自分でも

やってみたいなと思える表現に出会えたらすばらしいと思う 。もちろん、いろんな表現に

触れてみた結果、やはり自分は写実的なものをや ってみたいという生徒も出てくると思

う。それはそれでいいと思う 。自分なりに主体的に美術に接することができるようになる

こと、そのことをこの題材では評価したい。

5 「アメリカ美術を考える」 ：山本恵

(1)題材設定

1992年 5月12日から山口県立美術館において約 1箇月間開催された「アメリカの遺産一

絵画の150年」展。さまざまな時代 ・作家の 120点に及ぶ作品が展示された。それらを一

通り見て私はアメリカの美術史とともにアメリカ自体の変遷、それに伴う国民の意識や感

情の変化を感じた。そこで、この展既会を教材として扱う場合、作品を数点に限って鑑賞

するよりも、展覧会全体を通じてそこから伝わってくる内容を感じ取ったり、具象から抽

象への動きを取り上げていくなどしてさまざまな価値観に触れた方がより有効であるので

はないかと考えた。

(2)授業計画

ここでは事前指導 1時間、美術館での鑑伐 2時間、事後指導 2時間の計 5時間の流れを

組んだ。事前指導では、アメ リカ美術に対する関心を引き出す。そして、アメリカ美術と

はどんなものなのかを考えながら、美術館で鑑賞ができるように導く 。事後指導では、展

覧会の感想、気に入った作品、自分の中のアメリカ美術観が鑑賞後にどう変化したかなど

について、自由に意見を出し合わせたい。また、現在アメリカで活動を続けている作家を

紹介したいと考える。

(3)鑑賞

授業を行うにあた って、図録を用いる方法もあるがやはり実際に展覧会を見る必要性を

感じる。展覧会を見たときと図録を見たときとでは、大き さ ・色 ・質感のすべてが大きく

違ってくるし、展覧会で受ける印象と図録で受ける印象とは比較にならないほど違う 。な

によりも 美術館では自分の好きな作品の前で画面にじっと見入ることができる。そして、

実に自然に“心に残った好きな絵＂というものを意識できるようになる 。このことは軽視

できない事実である。
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日本人はフランス美術などのヨーロッパ美術は好きであるが、アメリカ美術がどういう

ものかを問われてもとっさには応えにくいのではないだろうか。この展覧会はアメリカ美

術に触れるよい機会だと思われる。また、美術を国の文化遺産として捉えるだけではなく

て、そこに住む人々とつなぎ合わせて広い視野で考えてみたい。この展竪会はアメリカ美

術だけでなく、私たちの国“日本”について考えを発展させることができる要素をもって

いると考える。

(4)評価

展覧会を見て得る （あるいは、発見する）、アメリカ美術の作品や流れ、特徴などに対

する感想は千差万別であろう 。感想については唯一の正解はありえず、そもそも美術史の

「流れ」の事実以外に、 “これが正しい＂という ものはないのではないか （この 「流れ」

についても、それが研究者個人の「意見 ・価値観」によるものである以上、流動的側面が

あり、なにが正しくてなにが誤っているかを決めるのはナンセンスであるのかも知れな

い）。 この題材における評価の観点は、 l．展覧会によっていろいろな価値観を認めながら、

自分なりになんらかの意見・感想がもてたか、 2．社会と美術のつなが りを意識できたかとい

う2点に大別されると考える。
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IV 5つの学習指導計画
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基本 ・基裟 意議発展の筋道 ！学習活動 盾の独自性に対応する援助
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習したいな に出会った喜び、自分の見方が変わってきた

びを実患させ、鑑賞体験がこれからの学習や

活の中で生きるようにしたい．

図エノート（鑑賞） 1 

閉属山口小学校6年 組 no.名前（ ） 

アルパートピアス9汁鼠最」

アリス・シリー 「白い家 」

アーネスト ・ローソ ンiインウ

ッドからのハドソンの誂め 」

この時間の感想を書いてください．

図エノート（鑑賞） 2 

属山口小学校6年組 no.名前（

サイ ・トウオンプリー スーザン ・ローゼンパー

「古代ローマの記号」 「馬上檜試合」

ジャスパー ・ジョ ーンズ アンディ ・ウォーホル

「薄笛I」 「マリリン 」

-の時間の恐想を書いてください．
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鑑官カード

I 芸I~家の心と自分の心を対話させよう 1 

l 

三亡霊7~：？tで；：；し占‘•こ：：：：：：よ‘；二，：；：言三
◎芙伯館でどんなことを見てきたいか．どんなことを知りたいか、書いておこう 。

Q授業で見た 7つの作品から

ヽヽ

r'

．

一
［
 

作

J

＼ヽ

品作たつ人こ,' 
/

r

 

ロ
気番で中の占~oi 

2
 

ーQ
 

―

―

 

作ヽヽ

◎全体的な忠想をまとめよう ．

2．芙樹科学習指導案（第 1学年） ： 尾潟正芙

美術科学習 指導案

第 1学年

指導者粍潟正芙

1．題材 「アメリカ絵画150算とジャスパー ・ジョーンズの謎解き 」

2．題材設定の意図

(1)教材観

私たちの閑りにはさまざまなスタイルの芙的環境がある ．しかし、忠覚的には分かったようでも実は一体なにが言い

たいのか分かりにくいものが多い．現代芙悧もその 1つであろう ．この題材においてはペン ・シャーンやジャスバー ・

ジョーンズの作品を中心に考えていきたい．ジョーンズの作品にはtt掛けがあるが、この仕掛けはクロスハッチングの

連絞模様の中に悶されている 。一見、撫造作に置かれているクロスハッチングだが、この仕掛けをパズルを解くような

気持ちで解説させたい．この連続模様のつくり方や考え方をデザイン表現に関連づけて次の教材の伏縁としたい．他に

取り上げた作家については画風や版の種類や使 う材料の違いをポイ ン トとして選んだ．作家の生きた時代や作家自身の

盾性によ って表現はさまざまに巽なる ．

(2) 生徒観

中学校に入字してきた 1年生がそろそろ学校生活に慣れはじめる騎期、芙佑の授業に対して毎が失せてくる者が出て

くる ．そこで、なんとなく取っつきにくいが、不思議な魃力のあし(?)現代美伯作品、今まで余り見たこともないアメリ

カの芙街との出会いを彼らに仕向ける ．なんにでし興味をもつ年頃なので食いつく録がユニークなはど想像以上の結果

を生みそ うである ．楽しくできる授婁を展開していけるだろ う．

(3) 指導観

この教材では班で協力しながら現代美針を楽しむことに重点を置きたい．生徒たちが試ii錯誤を繰り返しながらクロ

スハッチングの秘密の 1部を解き明かすことで現代美佑に興昧をもってくれることを願っている ． ［アメリカの遺産一

絵直の 1~0年 」 展については軽く触れる程度だが｀作家たちの生き方などに興蘇がもてるように指導を工夫 したい ．

3指導目栖

(1) 理解面 ：ジャスバー・ジョーンズの作品における豆解きを通して現代芙樹の見方の 1つを珊解させる ．

(2) 技能面 ：クロ スハッチングの連絞模様の組合せをいろいろ見つけさせる ．

(3) 懇度面 ：班での協力のもとにクロスハ ッチングの仕掛けをパズルを解くよ うな気持ちで解設させる ．

{t'求の生きた町代や作家自身の僭性によ 9てさまざまな表現がある ことや作家の生き方に関心をしたせる ．
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4．指導計画（給時間数：3時間）

第 1次 アメリ カ現代美樹作家を知ろう ．

第 2次 クロスハ ッチングの仕楼けを解き明かそ う．

第 3次 アメリカ絵画 150~)歴史の溢れを湮解しよ う ．

5．準偏物

1時間

1時間

1時間

教師；参考資料 (Ipシート 、作品コピー｀スライドなど）．OHP.スライド映写機、ワークシート、ハサミ｀セロテープ

生徒：貨科集、教科書、筆記用具、クロッキー帳｀鑑賞カード、ハサミ｀セロテー プ

6．指導過程
，一

間 主な学習活動と内容

］時間

圧亙
習班の形懇で授業を受ける ．

乍品を鑑賞し気がついたことなどを発表する ．

0 寂し い感じ

0 なにかを訴えようとしている

0 油絵ではないようだ

指導上の留意，点

ペン・シャーンの 「外を見ている内側 」を鑑賞しぞZ
の仕方を学ばせる．

班で協）Jして考えをまとめさせる ．

作者はなにを表現しよ うとして いるのか

惰成の仕方について

画材の種類はなにか

作者はどんな人だろ うか

: i[:；力ニ，息苦 しさ い 亡＇：しと、；ご、、た こと を自山に発表することのI

〇隼純な構成のよ うだがよ く見るとかなり複箪そ うた 切さを理解させる ．

0 人生を厳し く見ている

1時 自分と友違の感じ方の違いに気づかせ、いろいろな

じ方があることを瑾解させる ．

アメリ カの現代芙柑作家の作品を鑑賞して話合をする ．C鑑賞用プリントを用意しておき ．恐想などを書かせ

スーザン・ローゼンパーグ＇馬上檜試合 」

させる ．

版、リトグラフ

アンディ ・ウォーホル 「マリリン 」 シルクスクリ ーン

ジョ ージ・シーガル 「椅子に座る女 」 膏、木．ペンキ

パスパー .,;ョーノズ ＇渾雪I」 ［ルクスクリーン、製版段階で新間の切り抜きを使用

,"版・銅版・リトグラフ・シルクスクリー ンと いった種 版種の違いによ って表現方法や表現意図が違ってくる

が違 う各版画の恐じや作者の表現したいものはなんな-とを理解させる ．

だろ うかを話し合い発表する ．

ネ

`

埋
_

．

さ

興

ー

が

を

る

え

て

．

ア

方

と

せ

考

つ

る

、

見

こ

さ

を

よ

す

一

て

う

て

と

に

介

リ

っ

違

捨

こ

と

紹

．ン

よ

に

を

る

こ

も

．

に

ま

．
念

い

る

品

ス

ど

ざ

切

観

て

す

．
作

リ

な

ま

大

成

し

明

る

の

ア

格

さ

が

既

戦

説

せ

他

、

．
性

が

と

う

挑

て

さ

の

卜

て

．

h

こ

い

に

い

え

ズ

ッ

い

昧

．

き

す

と

の

つ

考

ン

タ

つ

興

る

揖

探

い

も

に

を

一

ス

に

や

す

て

を

な

い

グ

味

ョ

ア

ど

程

に

つ

さ

ら

し

ン

意

ジ

ピ

な

過

切

よ

よ

か

新

チ

の

・

・

ン

違

大

に

の

分

は

ッ

．
割

一

ト

ソ

発

を

家

れ

は

間

ハ

る

分

パ

ー

一

の

と

作

ぞ

悧

人

ス

せ

の

ス

パ

ロ

徒

こ

や

る

れ

芙

ず

ロ

た

面

ャ

ル

・

上

う

代

せ

そ

代

・ぇ

・

ク

も

画

ジ

ア

ト

一

峙

さ

現

絶

る

0
を

0

0

0

ス

3
軒

1

0

0

い

直

．
を

し

●

合

し

る

品

る

る

し

置

え`

作

知

知

話

配

考

の

を

を

て

可

に

家

と

と

い

切

り

作

こ

こ

つ

で

な

の

る

ot

に

ミ

分

他

．

あ

あ

ー

サ

自

の

る

が

が

ー

．
ハ

て

展

す

法

¥

雪

る

を

し

1

表

方

変

藩

入

卜

り

峠

発

．

の

大

r

に

ン

た

15
を

．
る

想

の

の

き

リ

し

の

ど

る

あ

発

け

ズ

解

プ

色

画

な

す

が

な

だ

ン

謎

た

著

絵

と

入

方

ま

れ

一

の

し

で

一

こ

記

じ

ざ

こ

ョ

グ

刷

ン

産

た

に

忠

ま

で

ジ

ン

印

べ

遺

い

卜

な

さ

中

・

チ

を

ン

の

つ

ン

ま

は

5

正
豆
[
ロ
[
[
〗
[
〗

〖
一 i
[

ャ

表

口

藩

た

ア

賞

賞

一

ま

代

ず

ジ

ク

r

し

r

E●

E
・

呵時ー

-164 -



3其伯科学翌指導案（第 17年）： 弘IP小6合

芙 術科学習指導案

第 1学年

指導者弘中小百合

1題材 ；この粒からなにを忠 じるだろう l

2．題材設定の円由

(1) 教材観

私たちはいろいろな均面で絵貞に楼する機会がある ．あえて芙祈館に足を運ばなくても 、教科書や雑誌やテレピなど

を遁じて、目にする機会は多くある ．しかし｀せ っかく絃貞を目にしてし 、気にも留めず、ただ見溢してしま うことが

多いのではないだろ うか．i2害に興昧のある者は、よく芙紺館に出かけていって・ 絵両鑑霞を楽しんでいるよ うだ．し

かし 、そう いう者は少なく ．さはど興昧をもたない名は ｀あえて出かけていって 見る こと はしないよ うだ．絵両とい う

ものはやはり木物に楼してこそ本当のすばらしさを感じ取れるものなのであるが｀残念ながら 、本物の絵画に接しよ

うという意欲を失 ってし まって いる者が多くいる ．そこで、絵両鑑賞とい うものを固く考えずに、もっと 楽な気持ちで、

自然になにかが忠 じられるようになれば 少` しずつ絵画に興昧をも ってくるのではないかと考えた．ここでは生徒たち

の自由な連想を化し 、絵直からなにかを患じることの楽しさを見つけさせたい．自分なりに思 うことを言い合う ことで、

絵貞がより親しみ深いものにな って いくだろう ．こうして． 興味をもたせ 、より多 くの絵直に楼することでそのすばら

しさ を患 じる心を養って いきたい．

(2) 生徒観

この時期の生徒は、より木物に近い絵に強い関心をぶしている 。自分も本物のよ うに揖きたいが、う まく揖けない、

それで、リアルな絵に憧れ、そんな絵を好む傾向にある ．しかし、絵画のよさは、そ こにばかりあるわけではない．も

っと別な見方で絵直に楼することで、鑑賞の面白さを知ることも必要であると考えた ．そこで、 抽象直を交えたいくつ

かの絵画を選び、感じ ること を自由に述ぺることで。今までと は違った見方をすることができるのではないだろ うか．

(3)指導観

この題材ではまず、具象絵晉から2点選んで、それぞれの恐想を述ぺさせる ．その際、その絵の贔かれている場所や

時間や季節などを問い．生徒の想像力を駆り 立てていく 。そして、 2つの絵を比較して、 違いを述ぺながら、それぞれ

の特徴を感じ取らせる ．次に抽象絵画から 2点選んで、この場合もそれぞれの忠想を述ぺさせる ．この際は｀も っと患

貨的な問いかけをする ．こうすることで、理解 しにく い油象画にも親しみを忠 じさせたい．

3．指導目墨

(1) 絵画により深く楼すること で．今まで気づかなかった面白さを感じ取ることができるよ うになる ．

(2)絵画に対する饉しいイメー ジを取りより 、気軽に楼していこ うとする懇度を身につけさせる ．

(3) いろいろな表現方法で措かれた絵i!iがあり 、それぞれに桧自なよさがあるということを湮解させる ．

4．指導!ti!i（総峙間歎：2時間）

第 1次 具象絵ilfiから 2点選んで、見た憑想を述ぺる ．

第2次 拍象絵唐から2点選んで、見た患想を述ぺる ．

5．準鍾物

1時間

1時間

教帥複製唐各 1枚（チャイルド ・ハッサム 「五番1月、ノ クター ン！．国吉稟雄 「果物を迄む少年I.マースデン ・ハート

リー ＇開戦面のベージェン ト，．マン・ レイ ＇ジ ャ7-1).図鉗 1冊、学習プ リント

生徒：筆記用艮

6指導の溢れ

口 ―ー一主な学習活動石 心―――ー 指導上の留怠点

三 …倉を鑑百する ． ―- 一 し 内製いを前に貼って 見せる。一t図籍を回して、 2つの絵をは っき りと見せる ．

(2) 2.’・I!．0)詮から感じることをプリントに書き 留める。 学;!1プリントを記り 、それに甚 き込ませる 。 I 

＇ 絵の中の場所や時間や季節などを問い｀絃の中の物話

を捉えさせる ． I 
1 」

tt2(J）題名は店げずt自分なりの題名をつけさせてみ↓．

(•!人かに発北さ せ 、 他人の怠見を間かせる ．―- -- -. | 
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．t．な学習活動と内容 指導上の留意点

(3) 2点の抽象絵画を鑑賞する ． 卜複製画を前に貼って見せる ．

図銭を回して 、2つの絵をは っき りと見せる 。

(4) 2点の絵から感じる ことを プリントに書き留める ．卜再び学習プリ ントを記り 、それに書き込ませる ．

2つの絵それぞれから、 忠寛的に感じることを問 う．

それぞれから、作者の気持ちも想像させる ．

抽象的な画面から、具体的なものを連想させる ．

2つの絵の題名を考えさせる ．

何人かに発表させ、他人の意見を1111かせる ．

最後にすべての絵の題名を教えて ｀自分のものと比 9^

させる ．

(~) 4点のうちで特に気に入 ったものを選び、忠想を 今までの感想をまとめながら、どう して気に入ったの

リントにまとめる ． 了、、特にどんなところが気に入ったのかを書かせる ．

最後の感想のプリントは、冊子にして皆に配る ．

学習プリ ントl（具象絵画） 学習プリント 2（捨象絵i!i)

田吉康謹

「果物を迄む少年 」

マースデン • ハートリー

開戦前のページェント

ゆ時間や季節はいつだろう ①時間や季節はいつだろう I ~どんな感じがする

⑫どんな場面なのだろ う ②どんな場面なのだろ う

⑫なにに見える ？

マン ・レイ

「ジャズ」

①どんな感じがする

②なにに見える ？

⑬作者はどんな気持ちで措 ③作者はどんな気持ちで措Iゆ作者はどんな気持ちで措 ③作者はどんな気持ちで

いたのだろ う いたのだろう ~ \たのだろ う いたのだろ う

⑭自分で題名をつけてみii ④自分で題名をつけてみようIK1l自分で題名をつけてみよi ④自分で題名をつけてみi

1年 組 11_()_. 名前 1年 組 no．名前
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学皆プリント 3（感想文）

4 番気に入った作品の感想を書こう ．

この作品に物出をつけたり 、間こえてきそうな音楽を考えたりしよう ．

1年組 no．名前

4．芙術科学習指導案（第 1学年） ： 町田清子

美術科学習指導案

第 1学年

指 導 者 町 田 清 子

1．題材 「アメリカ絵画の変遷と表現方法」

2．題材設定の意図

(1)教材躙

美紺科の性格の中に Iff!l性の開発 ・伸長を図る 」という重要な側面がある ．芙柘科では、1つの正笞を求めるよ うな

活動ではなく、十人＋色の偏性的な活鎗を尊重するものである ．それは、 1人 1人の11!1性の違いやよさを認め合うこと

なのではないだろうか．しかし 、現状では、生徒はなかなか自分の表現に自信をもつことができていないように感じた．

本題材では 「アメリカの遺産ー絵画の150算」属の鑑賞を通じて 、自分の中の 「芙の表現」に対する思いに向き合って

ほしいと考えた．

Iアメリカの遺産 ー絵画の150年」展にはハドソン ・リヴァー源、写実絵i!i、モダニズム、リアリズム ｀具象絵i!i、袖

象表現主義、ポップ・アート等のアメリカ美術の現代までのいろんな表現による作品がある ．事前指導では、その中の

作品を数点取り上げ、アメリカの絵貞の変遷を考えたい．特に抽象表現主義やポップ・アー ト等の表現の面白さが味わ

えるもの、今までの授業の中で出会ったことのないよ うな表現（コラージュやアサンプラー ジュ等）を提示することで、

生徒の興蛛に働きかけ、展覧会場での主体的な鑑賞につなげたい． ＇このような表現が好きだ」と言う 生徒もいるであ

ろうし＇あの作品が好きだ」と 言う 生徒もいるであろう ．自分の忠じた好みや美しさ（面白さ）等を、適切な言菓で伝

え合うことは新しい発見を生み、お互いの違いやよさを認め合 うきっかけとなるのではないだろ うか．

(2)生徒観

第 2学年は感性が最も伸び、深まる年頃にある．また 、涸人差も顕著になる峙期である ．この時期に多彩な表現に出

会う ことで生徒の美しさやよさなどを深く感じ取る鯰力が品められ 、忠性が一層伸びるのではないだろ うか．

生徒は今までの学習の過程において絵頁や販両、彫刻、デザインの表現活動を体鹸してきた．その経議を踏まえるこ

とで、自分が面白いと感じた表現がどのように制作されたのか探求できると考えた．

(3)指導観

この鑑賞の指導においては、美佑史的な知的理解は求めず、 1人 1人の生徒が主体的に（自分自身の名情や意図をも

って）鑑賞を行い、いろいろな表現があることに気づき、自分なりに表現の面白さに出会えたかとい う過程を大事にし

たい．また 、その大現のどこに芙しさあるいは面白さを感じたのか｀作者はどのような素材、表現方法を用いているか

を明確に意蕊させるよ うにし 、次の創作へとつなげていけるよ うに促したい．

3．指導目臣

(1) いろいろな表現｝i法があることを壇解し 、その美しさや面白さを恐じることができるようになる ．

(2) 主体的に鑑賞を行い、自分なりの意見をもつこ とができ るよ うになる ．

(3)展覧会を通じて自分の表現を深めることができるよ うになる 。
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4．指導計画（総時間数：5時間）

第 1次 アメリカ芙樹の変遷、舶象表現主義などの表現方法について学習する．

第2次芙樹館にて作品鑑賞．

: 2時間

: 2時間

1時間第3次 鑑賞をもとに自分の表現を考えよう ．

5．準饂物

教師：スライド 、スライド映写楓、鑑賞プリント 、図録、複製画（エドワード ・キーンホルツ 「ソーディーI1971年、ミ
クスト ・メディア1)、ジョージ ・シーガル 1椅子に座る女I1970年、石膏、木、ペンキ 1J、R.8.キタイ 「フランス

的題材I1970算、印刷物、コラージュl)、アレ クシス・スミス 「ヴューマスターI1988年、ミ クスト ・メディア）））

生徒：筆記用具

6．指導の流れ

主な学習活動と内容 I 指導上の留意点

1)スラ イドによりアメリカ美桁の現代までの溢れを学 スライドでの鑑賞を遍じてアメリカの絵i!iがどのよう

る． ↑こ変化したか考えさせる ．

社会的背只等を提示し 、美樹の表現は時代や人々の国

己を反映しながら変遷してきたことを理解させる．

自分の感じたこと、考えたことを鑑賞プリントに書き 自分はどの表現を好ましく思ったかを明羅にさせ、

；；玉現主渥やポ Iプ アート等の作品をスライド に；；；；：：：悶．：g；五を考えさせる．

製頁により鑑賞する ． 現代絵画やコラージュやアサンプラージュ等の作品は

どのような方法や素材を用いて制作されているか考えさ

る．

C)自分の感じたこと、考えたことを鑑賞プリントに書き ここで提示したもの以外についても考えさせ．展覧=

める ．

美柘餡で作品を主体的に鑑賞し 、表現方法の多彩さをド＝：：：；；；こ；：ことを展覧会を遍して

ゎぅ． 忠させる．

スライドなどでは見えなかった部分に気づかせ、より

しい表現を発見させる ．

岬分が面白いと思った表現について鑑賞プリントに書 自由に自分が興昧をもった作品を鑑賞させ、それはど

き留める ． tような方法で表現されているか、素材はなにを用いて

ヽるかを探求させる．

鑑賞プリントをもとに自分が感じたことを深める ． ト自分の名じた面白さや其しさを明諫化させ、相互に

交換を行わせることで、さらに考えを深め発展させヽ．

⑧鑑賞活動を蛋り返って恐想をまとめ、自分の表現を考ト自分なりに主体的に美術に楼することができるように

える ．

5美彬科学習指導案（第2学年） ： 山本恵

美 術科学習指導案

第 2学年

指導者山本 恵

1，題材 「アメリカ美悧を考える 」

2，題材設定の意図

(1)教材観

「アメリカの遺産ー絵画の150箪」展は開拓期から現代にまで及ぷ多様な作品からなる展覧会である．ハドソン・リヴ

ァー源に始まり．印象派キュピズム、モダニズム、ポ ップ ・アートなどさまざまな作風が展開し 、生徒が自分の好みに

合うものと出会う可能件は函い．美樹科題材として展覧会を取り上げることでいろいろな値値観に触れることができる ．

そして、アメリカ美樹の変遷を忠じることができる。

美悧館での鑑賞では、教綽からの押しつけではない生徒同志の自出な意見交険や、自分のペースに合った活動ができ

る．また、この機会を利用して美柘館など公の饒設を利用する記の望ましい饗度を身につけさせることができる．作品

に措かれる内容から、その時代に想いを馳せることができる ．アメリカとい う1つの囚の変遷を見ることで、自分たち

の国“日本＂を今までとは違った角度から銚めることができる ．慧の状懲を切り開いて今Uのアメリカを築いた人間の

可能性を壇解させることで、教科を鑢えたプラス aを生徒に残すことができる ．
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(2)生徒観

この学年の生徒は美悧鱚を校区にも っているが、全体的に見ると積極的に美樹鱚を利用している者は少ない．これま

での創作活動を遍じて各々の作品の好みができかけているが、全般にリアルな絵画に対する憧れが強く、 特に絵画の制

作の場では萎編が見られる ．アメリカの美街についての知識はほとんどないが、国民についてはなんらかのイメージを

もっている ．

(3)指導霞

展覧会鑑賞の面に、さまざまなタイ プの作品を提示しアメリカ芙樹について想像させることにより鑑賞の視点を定め

させる ．遍史的に作品鑑賞をさせることにより 、美侑と人間の関わりに関心をもたせる ．忠想を出し合わせる ことによ

り、互いの意見を尊重しさまざまな価値観を認めることができるよ うにさせる ．

3．指導目模

(1)壇解面 ：美樹はさまざまな過程を経て 、社会を反峡しながら展開し今日に至っていることを理解させる ．

(2)饗度面 ：1つに偏らない複歎の価値●を認め騎わわせる ．

4．指導計画（総峙閤数：5時間）

第 1次 アメリカ芙樹を鑑賞する ．

第2次 美術鱚で鑑賞する ．

第 3次 患想を発表し合い、社会との関わりを考える ．

5．本峙の学習指導

〈第 1次：1時間〉

(1)主載

絵i!i作品を鑑賞することにより、アメリカ美樹を想像することができるよ うになる ．

(2)準●物

教鰤：作品スライドスライド峡写織、ワークシート

生徒 ：筆記用具

(3)指導過程（ T＝教鰤の発問や指導上のポイント、て ＝てだて 、提＝提示資料）

1時間

. 2時間

: 2時間

字習過程 ・学習内容 1 教鰤のはたらきかけ 評値の観点

濃t1，アメリカのイメージについて話し合 う 1. アメリカと 言われるとなにを想像するか アメリカについて関心

点化 ［）イメージカラー、イメージキャラクターを［もつことができたか

旦体的2．アメリカ芙彬について想像する

思考 ・1li1民性から

えさせる

2.アメリカ美術はどのよ うなものであるか 自分なりの予想をする

）さまざまな作風の絵画作品（スライド） ［とができたか

● “アメリカ＂のイメージから ）自分のイメージに近いスライドを選ばせる

紘 •3 予想とその還由を書き留める [3 展覧会の予想を書こ う r自分の意見をまとめる

殻化 ）ワークシー ト ことができたか

〈第2次：2時間〉

(1)主載

）班で話し合わせる

展覧会を味わい．．好きな作品＂をもつこ とができるよ うになる ．

(2)準●物

生徒ワークシート 、筆記用具

(3)指導過程

に1鑑・賞；；？ご
●鑑賞の視点

旦体的2．鑑1't

t巴．考

IIなにに着：？ニエ‘し 、 ：鑑賞：：：：；認し．意

）生徒に発表させる をもつことができたカ

12.マナーに気をつけながら、 視点に沿って じっく りと味わい、主

tを見よ う iしむこと ができたか

）各 自々由に鑑賞させる
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学習過程・学者内容

亥統． 3．意見の交襖をする

般化 ●好きな作品

• その埋由

• 展覧会を見た後のアメリカ芙樹

教師のはたらきかけ

3 展覧会を見て忠じたことを話し合お う

）生徒間で自由に話し合わせる

評価の観点

友人に自分の意見を二

こと ができたか

浚の学習展覧会について話し合う

〈第3次：2時間〉

(1) t厭

互いの意見を麗くことにより 、さまざまな値値観があることを認め、鑑賞の視野を広げることができるようになる ．

(2)準偏物

教師：展覧会の作品スライド 、現在アメリカで活躍する作家の作品スライド、スライド映写機、図録

生徒：ワークシート、筆記用具

(3)指導過程

学習過程・学習内容

全識t・l.＂好きな作品＂を発表する

点化 ●いいと思った理由

教鰤のはた らき かけ 評flの躙点

具体的2．患想を話し合 う

思考

統` ・

般化

識t・l．展覧会の患想を書く

、点化 ●ワークシートに記入

っ

力

こ

に

き

に

と

る

り

で

品

こ

す

わ

が

作

る

を

関

と

な

ぺ

察

の

こ

き

述

考

か

間

る

好

を

い

た

人

え

の

見

か

深

き

と

考

分

意

た

り

で

樹

て

自

て

き

ょ

が

美

い

:
;
t
 

た

た

か

体

な

っ

し

る

全

ん

か

話

あ

会

ど

つ

を

は

覧

は

見

と

と

展

家

る

が

こ

こ

を

作

せ

＂

な

た

れ

、

さ

品

ん

っ

そ

き

察

作

ド

ど

思

｀

と

考

な

イ

と

て

せ

た

て

き

ラ

人

じ

さ

る

し

つ

好

ス

友

遍

げ

せ

作

う

限

間

“

品

、

を

挙

さ

制

ろ

に

は

作

後

れ

つ

え

を

だ

品

峙

で

の

の

る

溢

ー

考

品

の

作

会

会

会

せ

の

を

て

作

た

の

憩

覧

覧

覧

さ

体

品

い

の

い

つ

展

展

展

出

全

作

置

そ

て

3

休

）

）

い

．
）

に

．
ち

）

1

，

ー

思

1

2

1

3

寺

11.展覧会の感想を書こ う 「自分の意見をまとめる

).図録を回す ことができたか

• 忠想が展覧会の鑑賞の耐後でどう巽なっ

たかなどに注目させる

体的2．アメリカ作家の紹介 2．現在のアメリカの作家について知9ている力 想いを発展させること

恩考 • エリザペス ・ マーレーの 「 ワンダフし）現在アメリカで活躍する作家の作品1うイドtできたか
ル・ワールド 」など

亥統 ．3．授業のまとめ

殻化 • 作品

●歴史的観点から

13. これからどんな作品を見てみたいか 新たな鑑賞意欲をもつI

ことができたか
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v総括

本稿の主題は鑑‘政題材の開発だが、それをもとに授業を行うことの方が実質的価値が大

きい。ただ、それには学校側 ・美術館側双方の理解と協力が必要である。

今回の試みは、静屋が勤務校である附属山口小学校で自作の学習指導案に基づき鑑賞授

業を行うことを提案したことで進展した。幸い8:1中稔穂校長 ・安村俊輔副校長により実施

の許諾が得られ、 三原裕人 ・吉鶴修両教諭が担任学級で授業を行う機会を提供してくだ

さった。また、足立明男副館長がこの活動を評価してくださり 、児童の団体鑑賞や活動場

面の録画 ・撮影等、多くの便宜を図ってくださったことで、美術館での鑑賞授業が実現の

運びとなった。

活動を理解してくださった田中校長先生・安村副校長先生、美術館への児童の引率や展

覧会場での監督等、指導に協力してくださった三原先生・吉鶴先生、活動を全面的に支援

してくださった足立先生に、そして、附属山口小学校と山口県立美術館に、この場を借り

て厚く御礼申し上げます。

授業では活動を計画的・組織的に進めるために、 「鑑代教育プロジェクト」を組んだ。

プロジェク トと授業実践の詳細については、第15回美術科教育学会 ・研究発表で岡田・静

屋が共同発表し、後日、その内容を論文にまとめて学会誌に寄稿する予定である。発表題

目は「鑑買教育プロジェクト （「美術科教育特論演習 II 」 課題）一—-「アメリカの遺産一

絵画の150年」展 （山口県立美術館）の題材化」である。

足立副館長からは、 「総合的な鑑賞教育の実践的研究に取り組んだ例は珍しい。大いに

美術館を役立ててほしい（「実物で鑑賞授業ー事前学習で知識」 ［「朝日新聞・山口版 1992

年6月20日付J])」という激励のコメントをいただいた。附属山口小学校の先生方の協

カ、足立副館長を初めとする美術館側の学校教育への理解があって、初めてプロジェクト

が具体化できた。今回の活動を通じて、学校教育と美術館活動との連携が鑑賞教育の充

実 • 発展に不可欠であり、さらに大学教育にはそうした活動の基盤づくりを行う責務があ

ることを痛感した。

図録によれば、 「アメリカの遺産ー絵画の150年」展は、オハイオ州の美術館 ・企業 ・

個人所蔵家のコレクションを集めて組織された展覧会である。そこで、もし機会があれ

ば、本稿に掲げた学習指導案をもとに当地での鑑賞授業を実現させたい。また、今回の経

験を基に、今後は11」口県立美術館を初め、地元の施設 ・画廊 ・個人所蔵家等のコレクショ

ンをもとに独自な鑑賞題材を開発し、地域に根差した鑑賞教育を地道に展開していきたい

と思う 。
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